
 

 

 

 

地方創生に係る住民アンケート 

調査報告書 

（転出者対象） 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年 4 月 

 

  



 

 

 

目 次 

 

 

１．調査の目的 ............................................................................................................................................ 1 

２．調査の方法 ............................................................................................................................................ 1 

３．回収結果 ................................................................................................................................................ 1 

４．設問項目 ................................................................................................................................................ 1 

５．結果 ....................................................................................................................................................... 2 

（1） 性別 ............................................................................................................................................ 2 

（2） 年代 ............................................................................................................................................ 2 

（3） 職業 ............................................................................................................................................ 2 

（4） 世帯構成 ..................................................................................................................................... 3 

（5） 在住期間 ..................................................................................................................................... 3 

（6） 転出先（千葉県内外） ............................................................................................................... 3 

（7） U ターンの予定 .......................................................................................................................... 5 

（8） 通勤・通学地（村内外） ........................................................................................................... 5 

（9） 通勤・通学地への所要時間 ........................................................................................................ 6 

（10） 通勤・通学地への移動手段 .................................................................................................... 6 

（11） 転出の契機 .............................................................................................................................. 7 

（12） 転出先を選んだ理由 ............................................................................................................... 8 

（13） 住宅の所有関係（転出前後） ................................................................................................ 9 

（14） 転出時の情報源 .................................................................................................................... 10 

（15） 自由意見 ............................................................................................................................... 11 

６．調査票.................................................................................................................................................. 12 

 

 

 

 

 



1 

 

１．調査の目的 

村の総合戦略策定にあたり、住民の意識・意向やニーズを把握し、今後のまちづくりの基礎資料とする

ために実施した。本村から転出する方を対象に、転出の理由等を把握することを目的として調査を実施

した。 

 

 

２．調査の方法 

①調査対象 村内から転出する住民 

②調査方法 窓口での配布・回収 

③調査期間 平成３１年４月～令和２年３月 

 

 

３．回収結果 

①有効回収数 275 票 

②有効回収率 100.0 ％ 

  

 

４．設問項目 

・属性（性別／年代／職業／世帯構成／在住期間／転出先／通勤・通学地） 

・通勤・通学の場所・所要時間・移動手段 

・Ｕターンの予定 

・転出のきっかけ 

・転出先を選んだ理由 

・転出前後の住宅の所有関係 

・転出の際の情報源 

など 
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５．結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1） 性別 

回答者のうち男性が 52.0％で、女

性が 48.0％であった。 

 

 

（2） 年代 

「20 代」が 46.9%と最も多く、次

いで「30 代」が 19.3%、「40 代」が

10.9%、「50 代」が 8.0%となってい

る。 

 

 

（3） 職業 

「会社員（企業・団体・官公庁な

ど）」が 47.3%と最も多く、次いで

「学生」が 24.4%、「無職（家事従事

者含む）」が 11.3%、「パートタイマ

ー・アルバイト」が 9.5%、「その他」

が 3.6%となっている。 

 

52.0%
48.0%

男性

女性

（n=275）

7.6

46.9

19.3

10.9

8.0

3.3

3.6

0% 10% 20% 30% 40% 50%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

（n=275）

47.3

24.4

11.3

9.5

1.5

1.1

3.6

1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50%

会社員（企業・団体・官公庁など）

学生

無職（家事従事者含む）

パートタイマー・アルバイト

自営業（商工業従事者など）

自営業（農漁業従事者など）

その他

無回答

（n=275）

【結果の見方】 

①百分率は、四捨五入の関係で合計が 100 にならない場合もある。 

②基数となるべき実数は n で表している。n は、回答者数または該当設問の該当者数を表す。 

③回答が２つ以上ある場合（複数回答）、百分率の合計は通常 100％を超える。 

④グラフの選択肢の表記については、省略した表現を用いる場合がある。 

⑤設問の性質上、無回答者の抽出が難しい設問がある場合、「無回答」を除いた割合を算出した。 
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（4） 世帯構成 

「単身」が 74.2%と最も多く、次

いで「親子」が 16.0%、「夫婦のみ」

が 7.3%となっている。 

 

 

（5） 在住期間 

「5 年未満」が 46.9%と最も多く、

次いで「20 年以上」が 33.5%、「5 年

以上 10 年未満」が 8.4％、「15 年以

上 20 年未満」が 6.2%となってい

る。 

 

 

（6） 転出先（千葉県内外） 

「県内」が 57.1%と最も多く、次

いで「県外」が 48.1%となっている。 

 

＜転出先の詳細＞ 

・千葉県（１６１人） 

内訳：茂原市（５７人）、千葉市（２８人）、市原市（９人）、一宮町、大網白里市、東金市（各７

人）、市川市、いすみ市、習志野市、船橋市（各６人）、白子町（３人）、印西市、浦安市、

大多喜町、木更津市、君津市、佐倉市、長生村、松戸市、睦沢町（各２人）、柏市、鎌ヶ谷

市、山武市、長南町、成田市、八街市、四街道市（各１人） 

74.2

16.0

7.3

0.0

2.2

0% 20% 40% 60% 80%

単身

親子

夫婦のみ

三世代

その他

（n=275）

46.9

8.4

4.7

6.2

33.5

0.4

0% 10% 20% 30% 40% 50%

5年未満

5年以上10年未満

10年以上15年未満

15年以上20年未満

20年以上

無回答

（n=275）

57.1%

41.8%

1.1%

県内

県外

無回答

（n=275）



4 

 

・東京都（３８人） 

内訳：江戸川区（４人）、荒川区、北区、品川区（各３人）、足立区、大田区、葛飾区、調布市、町

田市（各 2 人）、板橋区、稲城市、小平市、杉並区、墨田区、世田谷区、中野区、三鷹市、

港区（各１人） ※他無記入 

・神奈川県（１５人） 

内訳：横浜市（７人）、川崎市、横須賀市（各２人）、海老名市、鶴見区、秦野市、大和市（１人） 

※他無記入 

・埼玉県（８人） 

内訳：朝霞市、桶川区、加須市、熊谷市、さいたま市、狭山市、草加市、ふじみ野市（各１人） 

・愛知県（３人） 

内訳：名古屋市（３人） 

・茨城県（３人） 

内訳：水戸市（２人）、土浦市（１人） 

・静岡県（３人） 

内訳：静岡市（２名） ※他無記入 

・鹿児島県（３人） 

内訳：鹿児島市（２人）、横川町（１人） 

・福島県（２人） 

内訳：いわき市、郡山市（各１人） 

・宮城県（２人） 

内訳：白石市 ※他無記入 

・新潟県（２人） 

内訳：新潟市（２人）、長岡市、浜浦市（各１人） 

・群馬県（２人） 

内訳：伊香保町、桐生市（各１人） 

・大阪府（２人） 

内訳：東大阪市、大阪市（各１人） 

・兵庫県（２人） 

内訳：加古川市、神戸市（各１人） 

・三重県（２人） 

内訳：四日市市（２人） 

・岡山県（２人） 

内訳：津市（２人） 

・福岡県（２人） 

内訳：直方市（２人） 

・沖縄県（２名） 

内訳：石垣市、宮古島市（各１人） 
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・その他（１１人） 

内訳：北海道、宮城県白石市、石川県金沢市、京都府京都市西京区大枝塚原町、滋賀県彦根市、広

島県、和歌山県和歌市、香川県坂出、長崎県長崎市、福岡県福岡市、宮崎県門川町、佐賀県

佐賀市（１人） 

・海外（４人） 

内訳：イギリス、オーストラリア、タイ、中国 

 

（7） Uターンの予定 

「わからない」が 45.1%と最も多

く、次いで「ない」が 32.0%、「あ

る」が 10.5%となっている。 

 

 

（8） 通勤・通学地（村内外） 

「県内」は 49.8%で「県外」が 9.6%となっている。「県内」のうち「村内」は 22.4%で、「村外」は

38.6%となっている。 

   

＜通勤・通学地の詳細＞ 

・千葉県（１０７人） 

内訳：茂原市（３３人）、千葉市（２７人）、市原市（１４人）、長南町（５人）、船橋市（４人）、

大網白里市（３人）、いすみ市、市川市、一宮町、浦安市、習志野市（各 2 人）、鴨川市、木

更津市、九十九里町、白子町、長生村、東金市、長柄町、松戸市、睦沢町、四街道市（各１

人） ※他無記入 

・東京都（１９人） 

内訳：江東区（３名）、千代田区（２名）、江戸川区、大田区、葛飾区、国分寺市、新宿区、杉並区、

世田谷区、港区（各１人） ※他無記入 

45.1

32.0

10.5

12.4

0% 10% 20% 30% 40% 50%

わからない

ない

ある

無回答

（n=275）

40.6%

9.6%

49.8%

県内

県外

無回答

（n=230）

22.4%

38.6%

38.9% 村内

村外

無回答

（n=230）
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・栃木県（１人） 

内訳：足利市（１人）  

・栃木県（１人） 

内訳：※無記入（１人） 

 

（9） 通勤・通学地への所要時間 

「60 分以上」が 39.3%と最も多

く、次いで「30 分以上 45 分未満」

が 21.4%、「15 分未満」「15 分以上

30 分未満」がそれぞれ 17.9%とな

っている。 

 

（10） 通勤・通学地への移動手段 

「自家用車」が 58.0%と最も多

く、次いで「鉄道」が 31.9%となっ

ている。 

 

 

  

17.9

17.9

21.4

3.6

39.3

0% 10% 20% 30% 40% 50%

15分未満

15分以上30分未満

30分以上45分未満

45分以上60分未満

60分以上

（n=112）

※ｎは回答者の総数とした

31.9

4.2

58.0

5.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

鉄道

バス

自家用車

その他

（n=119）

※ｎは回答者の総数とした
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（11） 転出の契機 

「自分を含む家族の仕事の都合」が 46.2%と最も多く、次いで「親や子ども、その他親族との同居・

近居・別居のため」が 12.7%、「結婚のため」が 10.2%となっている。 

 

 

■仕事の都合（転出の契機） 

「就職」が 44.1%と最も多く、次

いで「転職」が 13.4%、「通勤の便」

が 11.8%、「転勤」が 9.4%となって

いる。 

 

 

■学校の都合（転出の契機） 

「進学」が 40.0%と最も多く、次

いで「通学」が 30.0%、「その他」が

10.0%となっている。 

 

 

■住宅（転出の契機） 

「広さ」「設備」がそれぞれ 23.8%

と最も多く、次いで「家賃」が 9.5%、

「その他」が 4.8%となっている。 

 

 

46.2

12.7

10.2

7.6

7.3

4.7

1.1

9.5

8.7

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

自分を含む家族の仕事の都合

親や子ども、その他親族との同居・近居・別居のため

結婚のため

より良い住宅を求めて

自分を含む家族の学校の都合

より良い周辺環境を求めて

親などの介護のため

その他

無回答

（n=275）

44.1

13.4

11.8

9.4

0.8

3.9

20.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

就職

転職

通勤の便

転勤

退職

その他

無回答

（n=127）

40.0

30.0

10.0

20.0

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

進学

通学

その他

無回答

（n=20）

23.8

23.8

9.5

4.8

38.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

広さ

設備

家賃

その他

無回答

（n=21）
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（12） 転出先を選んだ理由 

「職場・学校が近くにある」が 33.8%と最も多く、次いで「交通の便が良い」が 26.2%、「買い物や

外食が便利」が 14.5%、「親・子どもが近くにいる」が 12.4%となっている。 

 

 

 

  

33.8

26.2

14.5

12.4

12.0

8.0

6.9

6.5

6.2

5.1

4.0

3.6

2.9

2.9

2.5

2.2

2.2

1.5

8.0

9.8

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

職場・学校が近くにある

交通の便が良い

買い物や外食が便利

親・子どもが近くにいる

転出先の市町村に家・土地がある

友人・知人がいる

住宅の購入・賃貸にかかる費用が安い

静かで落ち着きがある

公共施設が充実している

以前から親しみがある

自然環境に恵まれている

自然災害が少ない

景観がよい

治安がよい

子育てがしやすい

教育環境が良い

人間関係が良い

医療・福祉サービスが充実している

その他

無回答

（n=275）
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（13） 住宅の所有関係（転出前後） 

■転出前 

「持家（戸建て）」が 33.5%と最も多く、次いで「親（子）が所有または賃貸している住宅」が 15.3%、

「独身寮」が 12.7%、「民間の借家（アパート）」が 9.1%、「民間の借家（戸建て）」が 8.0%、となって

いる。 

 

 

■転出後 

「民間の借家（アパート）」が 38.2%と最も多く、次いで「持家（戸建て）」が 19.3%、「民間の借家

（マンション等）」が 7.3%、「親（子）が所有または賃貸している住宅」が 5.5%、「持家（マンション

等）」が 4.4%となっている。 

 

33.5

15.3

12.7

9.1

8.0

1.5

0.4

0.0

0.0

0.0

7.3

12.4

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

持家（戸建て）

親（子）が所有または賃貸している住宅

独身寮

民間の借家（アパート）

民間の借家（戸建て）

社宅

公営の借家（村・県営、公団住宅等）

持家（マンション等）

高齢者向けマンション

民間の借家（マンション等）

その他

無回答

（n=275）

38.2

19.3

7.3

5.5

4.4

4.0

4.0

2.9

0.7

0.0

1.5

12.4

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

民間の借家（アパート）

持家（戸建て）

民間の借家（マンション等）

親（子）が所有または賃貸している住宅

持家（マンション等）

民間の借家（戸建て）

社宅

独身寮

公営の借家（公営、公団住宅等）

高齢者向けマンション

その他

無回答

（n=275）
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（14） 転出時の情報源 

「不動産情報サイト」が 32.7%と最も多く、次いで「不動産店舗」が 18.9%となっている。 

 

 

 

  

32.7

18.9

7.6

3.3

1.8

0.7

0.4

0.0

0.0

17.1

28.4

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

不動産情報サイト

不動産店舗

知人の話

自治体ホームページ

賃貸情報誌

行政の空家バンク

ブログ

移住交流ガーデン

ふるさと回帰支援センター

その他

無回答

（n=275）
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（15） 自由意見 

【交通】 

・自転車など安全に走れるような歩道の整備 

・公共移動手段の充実（役場や公共施設へのアクセス/茂原や一宮駅へのコミュニティバス/バスの

路線網） 

 

【労働環境】 

・通勤時間が掛かる 

 

【自然環境】 

・住みよいところ（5 人） 

・緑豊かな所が魅力的 

・のどかで良い所 

 

【住宅】 

・空き家バンクを作るなど、賃貸物件を増やしてほしい 

・持ち家があるので落ち着けばまた住所を戻したい 

 

【生活環境】 

・近くにスーパーや飲食店があり、大変住みやすかった 

・もう少し商業施設が欲しい 

・公園がもっとある良い 

・近所の方が親切 

・街灯が少ない 

 

【行政サービス】 

・職員の対応がよかった（2 人） 

・村ポリシーがいい 

 

【その他】 

・今後も“村”として存続していってほしい 

 

以上  
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６．調査票 
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